
学校番号 207 

令和３年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 現代文 B 単位数 ３単位 年次 ３年次 

使用教科書 「現代文Ｂ 改訂版」 （第一学習社） 

副教材等 
読み解くための現代文単語（文英堂） 新訂総合国語便覧（第一学習社） 新演習

現代文アチーブ３改訂版(桐原書店) 字義で覚える常用漢字(浜島書店) 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・３年生では社会人に必要となる基礎的な力を身に付け、応用することを意識しましょう。 

・話し合いや文章記述、発表など、自主的な活動を取り入れた授業を行います。 

・様々な文章を「読む能力」を向上させるとともに、コミュニケーションのための「話す・聞く能

力」、意思を伝えるための「書く能力」をし身に付けていきましょう。 

・予習として必ず本文を読んでおきましょう。授業の後には内容を振り返って復習してください。 

・提出物の期限は守りましょう。定期考査は学習計画を立てて臨んでください。 

 

２ 学習の到達目標 

・近代以降の様々な文章を、総合的に理解し、その論理、視点、感じ方等を学ぶ。 

・論理的な文章を書くことで、ものの見方、感じ方、考え方を深める。 

・言語感覚を磨き、論理的な思考力、豊かな想像力を場面に応じて活用することができる 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲 

・態度 

b:話す・聞く能

力 
c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う

力を進んで高め

るとともに、言

語文化に対する

関心を深め、国

語を尊重してそ

の向上を図ろう

とする。 

目的や場に応じ

て効果的に話

し、的確に聞き

取ったり、話し

合ったりして、

自分の考えをま

とめ、深めてい

る。 

相手や目的、意

図に応じた適切

な表現による文

章を書き、自分

の考えをまと

め、深めている。 

文章を的確に読

み取ったり、目

的に応じて幅広

く 読 ん だ り し

て、自分の考え

を深め、発展さ

せている。 

伝統的な言語

文化及び言葉

の特徴やきま

り、漢字などに

ついて理解し、

知識を身に付

けている。 

主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワー

クシート等） 

行動の観察 

（発表等のパフ

ォーマンスの

評価） 

記述の確認及び

分析 

（ワークシー

ト、原稿用紙） 

 

記述の確認及び

分析（ワークシ

ート） 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワー

クシート等） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

１
学
期 

評
論 

教材：言語が見せる

世界 

○ ○ ◎ ○ ○ 

a:教材の内容に関心を持ってい

るか。 

b:人間の知覚とはどういうもの

かについて主体的に考え、話し合

いができるか。 

c: 「プロトタイプという考え

方」を、具体例を出すなどしなが

ら説明することができるか。 

d:「現実は常に典型的な物語をは

み出している」などの表現が何を

指しているのかを掴み、主題との

かかわりを理解しているか。 

e:語句の意味や用法を理解して

いるか。 

ａ、ｂ、ｄ： 

行動の観察と確

認 

 

 

 

 

ｃ:記述の確認及

び定期考査 

 

ｅ：小テスト及び

定期考査 

小
説 

教材：檸檬 

○ ○ ○ ◎ ○ 

a:作者や、教材の内容に関心を持

っているか。 

b:朗読を聞きながら情景を的確

にとらえ、表現を味わうことがで

きるか。 

c:作品を読んで考えたことを基

にして、「学ぶこと」「書くこと」

をテーマに自分の考えを書くこ

とができるか。 

d:梶井の作品についての評論を

読んで、この作品と比べて理解す

ることができるか。 

e:作者とその作品に関して理解

をしているか。 

ａ、ｅ： 

行動の観察と確

認 

ｂ，ｃ，ｄ：行動の

観察及び記述

の確認、及び 

定期考査 



２
学
期 

 

評
論 

教材：「である」ことと

「する」こと 

 

◎ ○ ○ ○ ○ 

a:民主主義のあり方、教材の内容

に関心を持っているか。 

範読・音読・指名読みの態度は積

極的か。 

b: 論旨を押さえながら朗読した

り、朗読を聞きながら文章の展開

や要旨をとらえたりすることが

できるか。 

c: 本文を意味段落に分け、それ

ぞれの要旨をまとめることがで

きるか。 

d:「である」ことから「する」こ

とへと価値が変わっていたのは

なぜか、説明することができる

か。 

e:全文を正しく音読できるか。 

語句の意味や用法を理解してい

るか。 

a、ｂ、ｃ:行動の

観察及び記述

の点検 

 

ｄ、e:記述の確

認及び定期考

査、小テスト 

 

 

評
論 

教材：リスク社会とは

何か 

 

○ ◎ ○ ○ ○ 

a:現代の社会が持つ「リスク」、

教材の内容に関心を持っている

か。 

b:論旨を押さえながら朗読した

り、朗読を聞きながら文章の展開

や要旨をとらえたりすることが

できるか 

c:本文を意味段落に分け、それぞ

れの要旨をまとめることができ

るか。 

d:「リスク社会のリスク」の「二

つの顕著な特徴」を説明できる

か。 

e:語句の意味や用法を理解して

いるか。 

a,b,c:行動の観

察及び記述の

点検 

 

ｄ、ｅ:記述の確

認と分析及び定

期考査 

 



３
学
期 

小
説 

教材：舞姫 

 

 

 

○   ◎ ○ 

a:森鷗外や、教材の内容に関心を

持っているか。 

b:人物の心情や情景を把握して

朗読することができるか。 

c:「豊太郎」の生き方について自

分の考えをまとめることがで

きるか。 

d:「豊太郎」と「エリス」の出会

いから別れまでを、「豊太郎」

の心情に即して読み取ること

ができるか。 

e:森鷗外の代表的な作品やその

文学史的な意義について理解

しているか。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

ｄ、ｅ： 

記述の確認と分

析及び定期考

査 

 

※ 表中の観点について  a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力 

c:書く能力    d:読む能力   e：知識・理解 

※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各

項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 


